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⽊質材料の耐蟻性の評価と改良
複合材料研究領域⻑  鈴⽊ 憲太郎

 
１． 樹種の耐蟻性
  熱帯地域には数多くのシロアリが⽣息しているた
め，熱帯産樹種の中に耐蟻性の⾼い樹種が存在する。
イエシロアリの巣の上に各樹種の⼼材試験⽚を最低１
０個置き，１か⽉後の質量減少率の平均値によって分
類した耐蟻性評価の⼀部を表１に⽰す。平均値が２％
以下を極⼤，５％以下を⼤，１０％以下を中，２０％
以下を⼩，２０％以上を極⼩と分類した。
  樹種別の試験結果をまとめると，イペのように
０．８g/cm3を超える密度の⾼い樹種はほとんど⾷害
されない。またチークやスギ，ヒノキのように密度が
それほど⾼くない樹種でも，耐蟻性は⽐較的⾼いもの
がある。建築⽤に輸⼊されているベイツガやホワイト
ウッドなどは耐蟻性が低い。
 
 
 
 

２． 建築材料の耐蟻性
  上記の実験と同様に，イエシロアリの巣の上に⽊
造住宅に⽤いられる各種材料の試験⽚を置き，質量減
少率を測定した。
  中密度繊維板（MDF）は⽐較的耐蟻性が⾼い。合
板・OSB（Oriented Strand Board）のようなその他
の⽊質ボード類の耐蟻性はあまり⾼くない。発泡樹脂
系断熱材は，シロアリの栄養分となる⽊質部を含まな
いが，密度が低いため（０．０１〜０．１１g/cm3）
⼤きな⾷害を受けていた。
３． 基礎断熱に⽤いられる断熱材の⾷害傾向
  前述で⾷害の⼤きい，発砲樹脂系断熱材を⽤いる
基礎断熱構法の防蟻対策を検討するため，実⼤尉蟻性
実験住宅を設計（特開2000-262200（P2000-
262200A））し実験した。その結果，基礎と断熱材の
隙間ができると，シロアリが進⼊し，断熱材を⾷害す
ることが分かった。
  基礎と断熱材間に隙間を作らせない確実な施⼯法
や維持管理法については今後の検討課題である。

表１． イエシロアリ選択試験による耐蟻性評価
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